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１ 普及啓発事業の目的について 

地球温暖化対策を推進するためには、市民の理解と行動が不可欠であることから、

市民が家庭等で取組みやすい対策のひとつとして緑のカーテンの普及を図るために、

平成２１年度から実施しています。また、これまでのアンケート結果から地球温暖

化防止以外にも環境学習、周囲の人とのコミュニケーション、心理的な癒し効果な

ど様々な利点があることがわかりました。 

本アンケート結果は、市民の皆さんのアンケート結果を取りまとめたものです。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 普及啓発事業について 

(1)参加グループ数 

 １００グループ（募集定員：１００グループ） 

（ 家庭 74 、小中学校等 3、企業・市民団体等 23、公共施設 0 ） 

 

 (2)募集期間 

  平成２９年３月７日（火）から４月５日（水） 

 

 (3)説明会及び苗配布 

  平成２９年４月１５日（土） 午前１０時から正午  

国分シビックセンター多目的ホール 

 

 (4)説明会内容（敬称略） 

  苗の育て方講座・・・講師：国分中央高等学校園芸工学科生徒 ７名 

  質疑応答・・・講師：末永高志（国分中央高等学校園芸工学科教諭） 

  苗配布・・・１グループにつきゴーヤ苗４株、ヘチマ苗２株配布 

         苗は、国分中央高等学校の生徒が育苗したものを配布しました。 

 

(5)アンケート結果 

 回収率・・・70％ 

  ※１団体３グループまで申込可能なため、アンケート回収枚数とは数値が異なりま

す。 

 

 

～緑のカーテンとは～ 

つる性の植物を窓際にはわせて遮光し、室温の上昇を抑制するこ

とにより、冷房で消費される電力量及びこれに伴う CO2を削減し、

地球温暖化を防止するとともに、ヒートアイランドを抑制すること

を緑のカーテンと呼んでいます。 
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４ 末永先生のワンポイントアドバイス！ 

（国分中央高等学校園芸工学科教諭） 

◎水やりの方法 

 

 水やりの時間は、気温の高くなる日中を避けて、朝夕の涼しいうちにしたほうがよい

です。水やりの量は、プランタ－で栽培している場合、土の表面が白っぽく乾いたら下

の排水口から水が出てくるくらいたっぷりとあげましょう。梅雨の時期は雨で土に含ま

れている水の量が多すぎて根腐れが発生しやすくなります。この時期はプランタ－の底

の一方側にレンガなどを敷いて傾けておき、強制的に排水してあげると良いでしょう。 

 なお、プランタ－の土は表面が硬くなりやすい条件にあります。土の表面にワラなど

を薄く敷いてあげると、土が硬くなることが防げるのではないでしょうか。たまに、プ

ランタ－の横から軽くたたいて、土をほぐしてあげると、水はけは一段と良くなると思

います。 

 最後に、緑のカ－テンを設置する場所は、とても日当たりの良いところです。カ－テ

ンが出来上がるまでの期間、日中は土、プランタ－どちらも、直射日光が当たるため、

かなりの高い温度を保ったままの状態になってしまいます。そこで、プランタ－に一工

夫してみてはどうでしょうか。例えば、プランタ－の外側にアルミホイルのような銀紙

を張ってあげるのです。すると、温度の上昇も防げるほか、アブラムシ等の害虫が寄っ

てこないといった効果も得られます。 

  

◎肥料のやり方について 

 

 肥料を与える前に、注意することがあります。それはプランタ－栽培の場合も、地植

え栽培の場合も出来るだけ、毎年土を入れ替えてあげるということです。何年もプラン

タ－栽培で利用した土を続けて使ってしまうと、生育は極端に悪くなります。地植えの

場合も冬場に掘り起こして寒さに当てておくことや堆肥を混ぜて土作りをしておくこ

とが大切です。 

 さて、肥料についてですが、肥料には様々な種類があります。出来ればゆっくりと肥

料分が溶け出していくような「緩行性の肥料」が良いと思います。肥料の量は肥料の粒

の大きさにもよりますが、追肥の場合（２週間日おきが目途）１回につきスプ－ン２杯

程度が限度でしょう。やりすぎに注意してください。また、肥料は土に混ぜるようにし

てください。時期によって「元気がなくなったな」「早く肥料を効かせたいな」と感じ

たら、１０００倍くらいの液体肥料を水やり代わりに与えても良いのではないでしょう

か。 

 

◎ツルの摘み方 

 

 先に伸びようとするツルの先端が多すぎると、植物は疲れてしまいます。目標の高さ

や広さに達したら、ツルの数を制限するために先端部分を随時摘んであげましょう。す

ると、元気の良いツルが葉の付け根より出てきます。葉の密度が高い緑のカ－テンがで

きあがることでしょう。なお、ツルを摘む場合は、摘んだ後の切り口が乾くように天気

の良い日を選んでください。 
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◎親ツルと子ツルの見分け方 

 

 基本的に親ツルの葉の付け根から出てきているツルが子ツルです。その子ツルの付け

根から出てきているツルが孫ツルです。ヘチマやゴーヤは子ツルや孫ツルの葉の付け根

に雌花が着きやすい性質を持っています。実の収穫する量と葉を茂らせる面積とがバラ

ンスよくなるように、生育状態を観察しながら、先ほど述べたツルの先端を摘む事（摘

心）を行ってください。なお、あまり細かく子ツルや孫ツルを見分けて管理していく必

要はないと思います。 

 

◎長持ちできる緑のカ－テンに最適な植物 

 

 全国各地で緑のカ－テンに利用されている植物は多岐にわたっているようです。「今

後、利用されてみては」と考える植物を下に上げてみます。参考になさってください。 

 

（果実を収穫出来る楽しみのある植物として） 

・ヘチマ 

・ゴーヤ 

・大長ササゲ 

・シカクマメ 

・ヒョウタン 

 

（花を楽しむ植物として） 

 ・ヨルガオ（夕顔）、 

・オ－シャンブル－（宿根性アサガオ）、 

・フウセンカズラ、 

・ブ－ゲンビリア 

 

 

 

 

 

 

 今後とも、高校生の生徒達とともに「緑のカ－テン」普及啓発事業へ協力させていた

だければと思っております。どうぞよろしくお願い致します。 
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５ 取組事例写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 


